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特集:1｣｣陰地質情報展

｢地質が明かすくにびきの里｣

2000年山陰地質情報展について.

飯笹幸吉1㌧地質情報展事務局1)

地質情報展の開催は,日本地質学会の年会開催

地においてその地域の地質情報を広く一般の方々

に知って頂くために,工業技術院地質調査所

(200王年4月から独立行政法人産業技術総合研究

所に変わりました)が中心となって1997年の九州

地質情報展を皮切りに毎年実施して参りました(斎

藤,2000).

2000年9月29日から3日間にわたり,島根県松江

市松江テルザにおいて｢地質が明かすくにびきの

里｣と題して開催した山陰地質情報展(第1図)で

は,当初の予想を上回り1,300人を超える入場者

を迎えることができました(第1表).遠回目を迎完た

今回の情報展においても,これまでと同様にr当所

が実施している地球科学に関する研究業務の成果

に関して,特に'情報展開催地の地質を中心に紹介

することによって地元の方々にその地域の地質に

ついて理解を深めて頂くこと｣を目的として司｢見て､

触れて,地質を楽しめるように｣と山陰地方の地質

に関する研究成果などを紹介しました肯今回の特

集では,山陰地質情報展で展示された主な内容を

本誌読者の皆様に紹介します,

山陰地質情報展は,地質･鉱物資源｡環境地

質･化石･地熱資源や地球科学一般の六分野の展

示と併せてこれに関係した実演や実験などで構成

しました(第2,3図).出展内容の主な概要は以下

の通りです.山陰地方に関する地質の中では,隠

岐を始め山陰の地質の生い立ちをわかりやすく展

示したり,今回の新しい試みとして,地質と地形を
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1)独立行政法人産菜枝術総会研碗所地質調査偽報部

(旧:通商産業省工業独術院地質調査所)
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第2図山陰地質情報展の会場案内図.

組み合わせ3次元的にコンピュｰタｰ上で表現した

ものを動画として紹介しました.地元のたたら製鉄

や粘土などの鉱物資源では､地元関係機関や企業

の協力の下に瓦などの資試料の展示を行うととも

に,製鉄原料の砂鉄などをプレゼントしました.海

洋地質では普通にはみることので慧ない山陰沖の

海底の様子を紹介しました.環境地質関係では中

国地方における河川の重金属の分布と周辺地質と

の関係を取り扱った展示や,宍道湖･中海の地質

やこれらの汽水域に特徴的な塩水くさびの実体を

とらえた新観測システムの紹介などをしました.そ

のほか,地熱資源として山陰地方の温泉の紹介,

噴石の地球科学に関するポスタｰ展示,国際共同

研究として東アジア地域の地質構造図作成に関す

る展示などを行いました.これらの展示に加えて,

チャレンジコｰナｰとして,アンモナイト･三葉虫な

どの化石レプリカの作成や鳴き砂などの砂質堆積

物のプレパラｰト作成を参加者みずからが行うブｰ

スを設けました.顕微鏡による岩石薄片の観察や

様々な種類の石を手にとってその感触を確かめら

れる石のコｰナｰ,地層ので窪方を実演するブｰス

なども設けました申また,地元の関係機関の協力に

よるティラノサウルスの頭骨のレプリカ展示茗三瓶

山周辺の埋もれ木や剥ぎ取り標本の展示,石の鼓

動と題したの展示,石見銀山の鉱石標本の展示な

ども行いました.この他,山陰地方に特徴的な来

待石を利用した来待石灯ろう協同組合による灯ろ

う作りの実演を行うなど情報展め内容は多岐にわ

たりました.これらの出展内容や会場のスナッブ写

真を地質調査総合センタｰウェブサイト

(http://www.9sj.9ojp/HomeP菰艀JP,htm1)のぺ

一ジに掲載しておりますので官ぜひとも訪ねてみて

下さい.希望される方や機関には,展示ポスタｰ

の貸し出しも行っておりますので事務局にお問い

合わせ下さい.

情報展会場では,特に子供達にとって実際に手､

を動かして物を作ること,普段なじみのない物にさ

われることや見ることなど,たとえば化石のレプリ

カ作成,砂の顕微鏡観察や堆積実験コｰナｰ,コ

ンピュｰタ実演などに人気があったようです､また言

その他一般の方々は,このようなコｰナｰのほかに

地域地質の展示に随分興味を持たれたようでし

た.多くの入場者を引きつけた理由として,これま

での情報展での経験を生かしたわかり易いポスタ

ｰ作成や,説明員による力のこもった説明などが

あげられます.一方,会場内での来場者の動きな

どを観察していますと,ブｰスごとの観客数にばら

つきが目立ち,企画･運営の難しさをあらためて痛

感させられました.

入場者数についてみると,その内訳は中学生や

高校生が少ないのが目立ちました｡この理由として

情報展開催時期が秋の学校行事と重なることが一

因のようにも思われますが,それよりも小･中･高

の学校などに対する事前の宣伝活動,あるいは何

らかの方法でより詳しい出展内容を紹介したりす

ることで開催期間のどれか一日でも来場していた

だけたかもしれないと事務局として感じています.

今回の情報展で改善すべき点を,今後の地域地質

情報展の企画･運営に生かしていきたいと考えて

います.

本情報展は,島根大学･島根県･島根県教育委

貞会･松江市･松江市教育委員会･島根県地学
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幸吉･地質憎搬腿嚇務局
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マ幻ご泉内

u2池撃タイプ

欝

○護欝鏡鳶馳

バソコソによ塾胞学クイ又｢池警糊･曜石j･ギ絋鰯j･

｢化石｣の頃僧野が用意されてい讃言出蟹た池蒙驚蹄宅で養慧

妻うになっており､日本各地ω地震煽綴く呈色嬢畷キ鍛頭畑綴察

の寒療)竃蜘る3とができ譲飢

u一続し幣れで等襲な化石⑳しブリカつくり

{十勝の禽然史聯野嚢)

響

漸畿発の筍滋琶燈い､警軽にあしゃれな化石のレプリカをつく

ってみよう帝幕内装節としても繁鮫で凄｡一親藪幻っ漬メプリ

力作り電体駁してはどうでしまうな埴

し㈹顎微鏡で覚る岩石と徽4妬の世野㈹灘繍餐漸)

智い岩石もご<簿<切って湧時に書曇と光を通首ようになりまず｡

偏光顕微魎で綴片を見ると､鉱物の創り出ず色とりどりの不感

欝

鯵な世界が広がってい濠首｡胞綴に含まれる肉畷でi慧箆え蔵い

jjlさな化石などの世界を実体頭徹鏡で見ることがで奏羨賓､鋤

動的なミグ｡の填界を体験して為てください岳

し§慧わって鴬交る石の空い宣菖⑳コｰチｰ

脳質騎蛮所)

ここで1まこれ譲で滋讃リ劉染みのな潜っ粧石琶芽ヒとってみる

灘

迂と汐できま菅曲受の手触りや慶さで､それまで奮えてい虐石

のイメｰジが変わるかも知れ養量ん悼登れぞれの石の生い立ち

竃蜘ること汐でき蓑ず｡

蝸鶴き磯一合然が<れ彪笑しい音色一

{仁摩サツドミユ榊砂アム･地質調餐筋)

ゴ蟻蓼瀞jとi譲､一琵の名の通り｢李エッ1季エッ!｣と差しむ､

灘

竃を出ず醐のことです曲このコｰチｰでは､ワイングラスに曉

婆砂琶八れキ着を鳴ら苔実験ができ慧曽埴護憲､讐蓬の砂を繁

灘して､蟻<ように咳る方法も鯛かし蒙蓄岳濠萎んも砂を蟻愁

浸でみη瓢吻着でし凄うか｡

し下地鰯のでき方をみてみ蒙しふう(胞質欝養所)

鰯底恐は海水の動きで波紋ができ冒≡ず唖深潜の斜面1こ発生ずる

灘

瀬唐土石…姦などにより､さらヒ深い蜴煎に土砂が運ばれます｡

穴胞躍のと創こ臥噴捗やマン亦一｣レのぬけ｣=がりなどの被馨

瀞あ二りま嘗串こ幻を察駿で派しま氏

し轟琶の競餓1ヒュメント･蓬ユｰ抑ム締淋一ン)

燕篇ストｰンの答の広蜴ヒ立ち究人の石切跡をみると､どこか

らとな<桑を打ち込あグソノウの音が間こえてくる､ふとそん

葱思いがよぎり冒1富埴ここで1書､湊の採石煽跡遺跡をφぶ二乗

糖石のい養いろな鰯藪を鰯介い漬し義富価

し§澄彪ら製畿のお諮しξ池賛調査爾)

輿出墾でさかんだったたた5鋤猷に健う主な際料ま砂鉄でし麓｡

この砂鉄がどこにあるのが,どんな砂鉄がいいが,これは胞質

蓉とああい乞関係していま曽喧塑出襲で擾たら製鹸がさかん覆

った大きな理由の一つはそこヒありま富｡砂鉄1ざどん惹岩石1こ

含註れるのでし凄うか由その岩石はどこぼ姦るのでし凄うか苗

だな5製鉄は懐う磁鉄嚢フしセツトし義咳埴

〕山陰の鉱物資源帽箆誰山資斜断三鰯鰯登鮒

種疑的に知られた石見鑓山や混代の工業原料鉱物として寿蝿さ

れているなリサイト､ベントナイトなど!ζついて､その産状と

蟹

性質･用途を糧広<紹介し蒙軌ま慶､筍州瓦の鰯叢週穣の紹

介担鉱ξの駿沃も宥い義氏絋物書蒙で慈われま曽鶉

し3地蟹轡麓

{池鏡鐙査所)

コO蛎分の1日系鱒鷺鰯の第1蔽i菖肯池賢濁奮筋劇並17年経の

1899帽治32)祭㌔鶏2版は1宴了轟昭和5昌)隼､繁3版は

1992く平'戎4〕幸巨に出^垣さオｰ…姜…しを｡婁枚の8本!慢驚鰯眞見る

帖

滋慶鰹と勉擬掌の繋慶を遺ってみ蒙しぶつ芭

轡

し婁地質図の読み膚

(i笹災聾萱筋)

£この地盤はどんな石ででき孤洛の獲警う?管んな疑問ヒ答

象る図が池貿図で富由をこが堅い岩鯉が､繊弱な地盤なのか菅

細か<衝かれていま菅曲ここでぼ盲地質鰹を見てなにがわかる

の彪?についで鋭明が擦り議蓄｡慧驚､カラフルな漉履の篠襲

が装儀を篤ってい議麿障

鰻

�

し1騒糠楽鐙､宍道湖屯串瀬を瞭心とし彪山陰の胞質

晩質騎査醐

鐙獲半麓,祭遵繊｡串溜を中'ら以飽形と娩貨について池愛護

竃所が作畿したデｰタを公開サるととも1こ､〕ンピュｰタグラ

フィ'ソクスを剛㌔てそれらを傭鰍し慈凄租騒添し議した地質魑

燧いくつかを熾轟鰻類販売コ■玄■く森蔓)むて膿くできまず｡

騨

幻出雲石畑ろう傑穏葛ね養う協同縄念)

汽遵晒の来待地区で匿鉛尊る藻箔茗で作る舳籔琶灯ろう｣慈

仏教美術などの洗礼を受けて鼠昌の高い優聡さがありま富曲慈

ながらの技掃出減法を駆りくれお｢灯ろう｣づ<りを伝糠x簑

士が搬簸し慧曾曲

A菖胞質幽類販発

漣僕畿変所がこれまで出魎した胞質図閥係を駈…売いたします岳

カラフ拠な嬢蟻が姦なたの気になる山下の様書を艶って<れま苔｡

糟簿響欝

驚驚驚響

灘籔篇器曜

蔽熱㌻七鰯鰯

地球のφを伝わる地脳波は､胞球の申の様妥嚢私たちに働壱と

嚢驚11篇蕊蟹鷲

議纂義義躍騨

欝箪欝簿

窪で整たかを殿魏し薮氏

R6寧霞から禰獲察道湖･φ蒲⑳水質

(東京大挙｡頚京工業次掌･騒横穴響)

人工徽纂等ぼよ姦水簸鰍翼蟻監掘撞鰯の新は､脇餐紹介し譲繋甜

R6汽水湖がらの贈り物一七マトシ三ジミｰ

く曙根祭立内水術氷隆試験瀦)

穴池の栄墾琶鰍}J込んで､ふ篭餐との藤の藤轟をちたら詩シジ

ミ漁ぼついて縄分し薮嘆帝

R6申潟湖底下の胞質と水深蟻艦鰍拳･池賢畿鱗)

灘鰯1鱒蝉鰯麟綴_欝

搬誰瞥欝

驚驚鴛響鰯

5C禿繁の合有鱈の易布を尿し籔訊この分布を左右してし､曇怒

のの疋妹を鴨ら湖こし薮嘗硅わかりや凄<パソコンでも鰻我し

豪ず｡

R3胞質調査所の紹介

日傘や国麟立会費定化仁賛餓首る慨発､地球科挙界の棚災しベ

ルの向上と縫樹二繭苛姦概察など燃質鰯憲販のまな繁務内密嚢

鰯介し籔咳苗

雛縄石iまどこから藻彪の1絶鰯翻)

地獄に落ちてくる贋石憾｡鉦こ怠ら藻た⑳寂る弓,鰻翻ま火嚢

と木星の閻1こ塗る小惑星翻こ出来し､地球のような蛾蟹になり

損ねた惑星の称を挿んで富岳編石から窯陽系の成り豆ちを探り

養貢甜ビデオでも見積藪嘗曲

濠幾1締穣鰯輝

第3図

山陰地質情報展の各ブｰステｰマの概要,
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会･中国地質調査業協会島根県支部の後援を得

て､石見銀山資料館咀奥出雲多根白然博物館肯来

待石灯ろう協同組合田島根県内水面水産試験場咄

島根県保健環境科学研究所･島根県立二瓶自然

館･蒐古館･玉湯町立出雲玉造資料館･東京工業

大学･東京大学･十勝の自然史研究会再に摩サン

ドミュｰジアム･広島大学蜆モニュメントミュｰジア

ム来待ストｰンの各機関の出展協力の下に行われ

ました.以上の関係各機関の方々並びにその他多

くの方々のご協力に謝意を表します｡

以下に本地質情報展の様子を写真で紹介しま

す.

写真3ポスタｰの展示,

写真1地質調査所産学官連携推進センタｰ長による

開会の挨拶由

�

写真4子供たちによる化石レプリカ作り.

事務局連絡先

電話:0298-61-3581

�堺����㌶�
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<受付:200王年五月31日>

写真2会場受付付近の様子一.
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